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矢祭町合併 60 周年記念

の60 年へ次



式辞を述べる古張町長

髙田氏へ贈られた推戴状と名誉町民章

SMC㈱代表取締役会長

髙田 芳行氏

　

髙
田
氏
は
平
成
19
年
に
矢
祭
町

に
１
億
円
と
い
う
多
額
の
寄
附
を
さ

れ
、
町
で
は
髙
田
氏
の
崇
高
な
厚
志

を
受
け
こ
れ
を「
矢
祭
町
高
田
基
金
」

と
し
て
教
育
環
境
の
充
実
、
進
展
に

活
用
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
そ
の
功

績
は
、
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
人

材
育
成
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る

と
と
も
に
、
深
く
尊
敬
に
値
す
る
と

認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
空
気
圧
制
御
製
造
メ
ー

カ
ー
と
し
て
、
平
成
６
年
か
ら
矢
祭

工
場
の
操
業
を
開
始
し
、
町
財
政
に

大
き
く
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
地
域

の
雇
用
が
促
進
さ
れ
、
自
立
す
る
町

づ
く
り
、
産
業
経
済
の
振
興
に
も
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
今

回
の
推
戴
と
な
り
ま
し
た
。

23

矢
祭
町
合
併
60
周
年

記
念
式
典
挙
行

ｔｈ
anniversary

　

平
成
29
年
１
月
21
日
（
土
）
午
前

11
時
よ
り
、
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
に
お
い

て
矢
祭
町
合
併
60
周
年
記
念
式
典
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
大
串
副
町
長
に
よ
る
開

式
の
こ
と
ば
で
始
ま
り
、
古
張
町
長

式
辞
、
鈴
木
町
議
会
議
長
あ
い
さ
つ

と
進
み
、
Ｓ
Ｍ
Ｃ
㈱
代
表
取
締
役
会

長
髙
田
芳
行
氏
へ
の
名
誉
町
民
顕
彰

で
は
、
髙
田
氏
が
海
外
出
張
中
で

あ
っ
た
た
め
出
席
で
き
ず
、
推
戴
状

と
名
誉
町
民
章
が
会
場
入
り
口
に
展

示
し
て
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
功
労
者
表
彰
と
し
て
特

別
功
労
表
彰
５
人
、
功
労
表
彰
19
人

の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
る
と
と

も
に
、
16
人
の
方
と
３
つ
の
団
体
へ

の
感
謝
状
贈
呈
も
行
わ
れ
、
受
賞
者

を
代
表
し
て
片
野
隆
元
町
議
会
議
長

が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
来
賓
祝
辞
、
来
賓
紹
介
、

祝
電
披
露
と
続
き
、
古
張
教
育
長
に

よ
る
閉
式
の
こ
と
ば
で
終
了
し
ま
し

た
。

　

式
典
終
了
後
は
昼
食
会
を
催
し
、

大
楽
鮫
川
村
長
の
音
頭
で
の
乾
杯

後
、
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
で
の
会
食
が

行
わ
れ
、
合
併
60
周
年
を
祝
い
ま
し

た
。

　
矢
祭
町
合
併
60
年
の
歩
み

昭
和
32
年　
　

・
塙
町
大
字
中
石
井
・
下
石
井
及
び
戸
塚
の
区
域

　
　
　
　
　
　
　

を
矢
祭
村
に
編
入
（
面
積
１
１
８
．
９
１
ｋ
㎡
、

　
　
　
　
　
　
　

人
口
１
１
，
９
８
３
人
、
１
，
９
４
４
世
帯
）

昭
和
34
年　
　

・
二
代
目
村
長
に
古
張
信
二
氏
就
任

　
　
　
　
　
　

・
広
報
「
や
ま
つ
り
」
第
１
号
発
刊

昭
和
36
年　
　

・
新
庁
舎
開
庁
、
庁
舎
位
置
が
現
在
の
位
置
に

昭
和
38
年　
　

・
町
制
施
行
、
矢
祭
町
と
な
る

昭
和
39
年　
　

・
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
改
選
、
議
員
定
数
減

　
　
　
　
　
　
　

少
条
例
施
行
で
20
名
に

昭
和
41
年　
　

・
第
１
回
矢
祭
町
体
育
祭
挙
行

昭
和
42
年　
　

・
矢
祭
町
合
併
10
周
年
、
町
制
施
行
５
周
年
式
典
挙
行

昭
和
45
年　
　

・
矢
祭
町
武
道
館
完
成　

昭
和
47
年　
　

・
矢
祭
町
民
号
を
実
施　

昭
和
48
年　
　

・
矢
祭
町
章
制
定　

昭
和
52
年　
　

・
国
道
１
１
８
号
線
矢
祭
ト
ン
ネ
ル
開
通

昭
和
53
年　
　

・
矢
祭
町
運
動
場
完
成

昭
和
54
年　
　

・
町
長
選
挙
、
藤
井
達
郎
氏
初
当
選

昭
和
57
年　
　

・
矢
祭
山
友
情
の
森
オ
ー
プ
ン

昭
和
58
年　
　

・
町
長
選
挙
、
根
本
良
一
氏
初
当
選

昭
和
59
年　
　

・
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
改
選
、
議
員
定
数
減

　
　
　
　
　
　
　

少
条
例
施
行
で
20
名
か
ら
18
名
に
改
選

昭
和
60
年　
　

・「
85
」
ふ
く
し
ま
緑
の
百
景
「
奥
久
慈
矢
祭
山
」

　
　
　
　
　
　
　

堂
々
２
位

　
　
　
　
　
　

・
矢
祭
工
場
団
地
完
成

　
　
　
　
　
　

・
矢
祭
町
民
憲
章
制
定

昭
和
61
年　
　

・
矢
祭
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
落
成

　
　
　
　
　
　

・
合
併
30
周
年
記
念
・
公
共
事
業
総
合
落
成
式
典
挙
行

昭
和
62
年　
　

・
矢
祭
山
の
新
名
所
と
し
て
「
あ
ゆ
の
つ
り
橋
」
開
通

昭
和
63
年　
　

・
矢
祭
町
名
誉
町
民
第
１
号
に
古
張
信
二
氏

髙田氏へ贈られた推戴状と名誉町民章

SMC㈱代表取締役会長

髙田 芳行氏

髙
田
氏
は
平
成
19
年
に
矢
祭
町

に
１
億
円
と
い
う
多
額
の
寄
附
を
さ

れ
、
町
で
は
髙
田
氏
の
崇
高
な
厚
志

を
受
け
こ
れ
を「
矢
祭
町
高
田
基
金
」

と
し
て
教
育
環
境
の
充
実
、
進
展
に

活
用
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
そ
の
功

績
は
、
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
人

材
育
成
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る

と
と
も
に
、
深
く
尊
敬
に
値
す
る
と

認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
空
気
圧
制
御
製
造
メ
ー

カ
ー
と
し
て
、
平
成
６
年
か
ら
矢
祭

工
場
の
操
業
を
開
始
し
、
町
財
政
に

大
き
く
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
地
域

の
雇
用
が
促
進
さ
れ
、
自
立
す
る
町

づ
く
り
、
産
業
経
済
の
振
興
に
も
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
今

回
の
推
戴
と
な
り
ま
し
た
。

矢祭町名誉町民を
SMC㈱髙田会長へ推戴

名
誉
町
民

推
戴
の
経
緯



1

1 式典に出席した表彰 

   者・招待者

2 大楽鮫川村長の音頭
   で乾杯し、スタート
   した昼食会2

▲古張町長から表彰を受ける特
別功労表彰者

5 4

平
成
元
年　
　

・
音
の
出
る
橋
、
新
夢
想
橋
落
成
式

　
　
　
　
　
　

・
茗
荷
分
校
閉
校
式
、
１
１
４
年
の
歴
史
に
幕

平
成
3
年　
　

・
矢
祭
町
21
・
ふ
る
さ
と
人
づ
く
り
事
業
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
　
　

・
台
風
18
号
の
集
中
豪
雨
、
雨
量
１
７
０
ミ
リ

平
成
5
年　
　

・
ス
イ
ン
ピ
ア
矢
祭
、
落
成
オ
ー
プ
ン

平
成
6
年　
　

・
特
養
ユ
ー
ア
イ
ホ
ー
ム
業
務
開
始

平
成
7
年　
　

・「
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
」・「
せ
せ
ら
ぎ
荘
」
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
　

・
矢
祭
山
あ
ゆ
の
つ
り
橋
、
通
行
30
万
人
達
成

　
　
　
　
　
　
　

セ
レ
モ
ニ
ー

平
成
8
年　
　

・
矢
祭
町
合
併
40
周
年
記
念
式
典
挙
行　

平
成
9
年　
　

・
第
１
回
矢
祭
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
開
催　

平
成
10
年　
　

・
矢
祭
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
分
譲
開
始　

平
成
12
年　
　

・
福
島
県
指
定
文
化
財
に
「
戸
津
辺
の
さ
く
ら
」

　
　
　
　
　
　
　

が
指
定
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ロ
ッ
ク
デ
イ
ル
市
と

　
　
　
　
　
　
　

姉
妹
都
市
提
携
調
印

平
成
13
年　
　

・
う
つ
く
し
ま
未
来
博
開
催

　
　
　
　
　
　

・
議
会
で
「
市
町
村
合
併
を
し
な
い
矢
祭
町

　
　
　
　
　
　
　

宣
言
」
を
決
議

　
　
　
　
　
　

・
滝
川
渓
谷
・
八
溝
山
天
然
林
が
「
ふ
く
し
ま

　
　
　
　
　
　
　

遊
歩
道
50
選
」
に
選
ば
れ
る

平
成
14
年　
　

・
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
不
参
加
を
表
明

　
　
　
　
　
　

・
矢
祭
町
議
会
議
員
定
数
条
例
可
決
、

　
　
　
　
　
　
　

定
数
18
人
か
ら
10
人
に

平
成
15
年　
　

・
国
道
３
４
９
号
大
垬
バ
イ
パ
ス
完
成

　
　
　
　
　
　

・「
自
立
し
て
い
く
町
づ
く
り
」
を
目
指
し
、

　
　
　
　
　
　
　

行
政
機
構
改
革
を
行
う

平
成
16
年　
　

・
幼
保
一
体
化

平
成
17
年　
　

・「
矢
祭
町
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
等

　
　
　
　
　
　
　

条
例
」
制
定

平
成
18
年　
　

・
合
併
50
周
年
記
念
式
典
挙
行

　
　
　
　
　
　

・
第
６
回
全
国
小
さ
く
て
も
輝
く
自
治
体

　
　
　
　
　
　
　

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

平
成
19
年　
　

・
町
長
選
挙
、
古
張
允
氏
初
当
選

　
　
　
　
　
　

・
矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
　

・
矢
祭
町
消
防
団
「
民
友
旗
」
受
賞

平
成
20
年　
　

・
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
改
選
、
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　

10
人
を
選
出

　
　
　
　
　
　

・
議
会
議
員
報
酬
日
当
制
ス
タ
ー
ト

平
成
21
年　
　

・
中
学
校
卒
業
ま
で
医
療
費
無
料
「
子
ど
も

　
　
　
　
　
　
　

医
療
助
成
制
度
」
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
　
　

・
東
京
都
品
川
区
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
「
も
っ
た
い
な
い
市
場
」
出
店

平
成
22
年　
　

・
全
国
で
初
「
子
ど
も
司
書
」
誕
生　

平
成
23
年　
　

・
東
日
本
大
震
災
発
生
、
役
場
に
避
難
者
受
入

　
　
　
　
　
　
　

対
策
本
部
設
置

　
　
　
　
　
　

・
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
の
導
入　

平
成
24
年　
　

・
高
齢
者
温
泉
サ
ロ
ン
事
業
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
　
　

・
町
体
育
協
会
設
立
50
周
年　

　
　
　
　
　
　

・
矢
祭
町
消
防
団
「
金
ば
れ
ん
」
受
賞

　
　
　
　
　
　

・
第
１
回
や
ま
つ
り
元
気
祭
開
催

平
成
25
年　
　

・
石
井
幼
稚
園
（
43
年
）、
東
舘
幼
稚
園
（
36
年
）
が
閉
園

平
成
26
年　
　

・
や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
が
開
園

平
成
27
年　
　

・
矢
祭
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
決
定

　
　
　
　
　
　
　
（
や
ま
っ
ぴ
ー
誕
生
）

　
　
　
　
　
　

・
矢
祭
小
学
校
校
歌
完
成

　
　
　
　
　
　
　
（
作
詞
作
曲
：
小
林
研
一
郎
氏
）

平
成
28
年　
　

・
町
内
５
小
学
校
閉
校

　
　
　
　
　
　

・
矢
祭
小
学
校
開
校

　
　
　
　
　
　

・
矢
祭
町
初
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
着
任

平
成
29
年　
　

・
矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
10
周
年

　
　
　
　
　
　

・
合
併
60
周
年
記
念
式
典
挙
行

　
　
　
　
　
　

・
矢
祭
町
名
誉
町
民
第
２
号
に
髙
田
芳
行
氏

ｔｈ
anniversary

表彰区分 氏名 功績

自治功労 根本　良一 矢祭町長として 6期 24 年にわたり地方自治の進展に尽力した。

自治功労 片野　隆 町議会議員として 5期 20 年にわたり地方自治の進展に尽力した。

消防功労 鈴木　桂語 団長として 8年、団員として通算 34 年在籍し郷土の安寧に尽力した。

保健衛生功労 古張　武 学校歯科医として 43 年間、保健医療の充実に貢献した。

善行功労 藤井　俊宥 平成 20年より多年にわたり多額の金圓を寄附し町発展に寄与した。

◆特別功労表彰（順不同・敬称略）

表彰区分 氏名 功績 表彰区分 氏名 功績

自治功労 菊池　清文 町議会議員として 5期 17 年にわたり
地方自治の進展に尽力した。 消防功労 佐川　嘉紀 消防団員として通算 30 年在籍し、

郷土の安寧に尽力した。

自治功労 鈴木　敏男 町議会議員として 5期 17 年にわたり
地方自治の進展に尽力した。 消防功労 鈴木　太一郎 消防団員として通算 30 年在籍し、

郷土の安寧に尽力した。

自治功労 （故）近藤　誠 町議会議員として 3期 12 年にわたり
地方自治の進展に尽力した。 安全対策功労 鈴木　一 交通安全協会役員として 34 年間在籍し、

交通安全活動に尽力した。

自治功労 富永　盛彦 町議会議員として 3期 12 年にわたり
地方自治の進展に尽力した。 教育文化功労 柴田　勝則 スポーツ推進員として 34 年間、

町スポーツ振興に寄与した。

自治功労 菊池　忠夫 町議会議員として 3期 12 年にわたり
地方自治の進展に尽力した。 教育文化功労 （故）佐川　芳正 スポーツ推進員として 32 年間、

町スポーツ振興に寄与した。

自治功労 緑川　進 町議会議員として 3期 12 年にわたり
地方自治の進展に尽力した。 教育文化功労 本多　春子 スポーツ推進員として 31 年間、

町スポーツ振興に寄与した。

自治功労 菊池　保行 町議会議員として 3期 12 年にわたり
地方自治の進展に尽力した。 教育文化功労 佐藤　庄平 町文化財保護審議会委員として 31 年間、

町文化財保護に尽力した。

消防功労 菊池　保行 消防団員として通算 31 年在籍し、
郷土の安寧に尽力した。 保健衛生功労 金澤　寛 学校医として 31 年間、

保健医療の充実に貢献した。

消防功労 檜山　利男 消防団員として通算 33 年在籍し、
郷土の安寧に尽力した。 保健衛生功労 金澤　雅代 学校薬剤師として 32 年間、

保健医療の充実に貢献した。

消防功労 緑川　裕之 消防団員として通算 36 年在籍し、
郷土の安寧に尽力した。

◆功労表彰（順不同・敬称略）

表彰区分 氏名 功績 表彰区分 氏名 功績

自治功労 菊池　友幸 町議会議員として 2期 8年にわたり
地方自治の進展に尽力した。 教育行政功労 髙信　由美子 矢祭町教育委員会教育長として、

教育文化の向上に寄与した。

自治功労 菊地　金男 町議会議員として 2期 8年にわたり
地方自治の進展に尽力した。 教育行政功労 二階堂　章信 矢祭町教育委員会教育長として、

教育文化の向上に寄与した。

自治功労 金澤　重光 町議会議員として
地方自治の進展に尽力した。 農業振興功労 佐川　富夫 農業委員会委員として 13 年間、

地域産業経済の振興に貢献した。

自治功労 佐川　富夫 町議会議員として
地方自治の進展に尽力した。 行政振興功労 （故）豊田　富三 多年にわたり滝川渓谷の環境整備のため

献身的に尽力した。

自治功労 鈴木　一徳 町議会議員として
地方自治の進展に尽力した。 善行功労 菊池　利次 平成 23 年に多額の金圓及び絵を寄附し、

観光振興に寄与した。

自治功労 廣野　吉雄 町議会議員として
地方自治の進展に尽力した。 善行功労 石澤　壽子 平成 17 年より多年にわたり多額の金圓

を寄附し、観光振興に寄与した。

自治功労 鈴木　俊二 矢祭町副町長として
地方自治の進展に尽力した。 団体功労 矢祭ふるさと会

会長　滑川　源夫
会員相互の親睦及び矢祭町との情報交換
を図り、町政発展に寄与した。

安全対策功労 鈴木　克昭 交通安全協会役員として 24 年在籍し、
交通安全活動に尽力した。 団体功労 宝坂区

区長　小川　秀雄
区民バレーボール大会を 45 回連続開催
し、行政区活動の模範として尽力した。

安全対策功労 熊田　雅光 多年にわたり施設を提供され、
高齢者交通安全対策に尽力した。 団体功労 景観まちづくり会

会長　片野　盛好
長年にわたり青少年健全育成など、
まちづくりの模範として尽力した。

教育行政功労 白石　勝夫 矢祭町教育委員会教育長として、
教育文化の向上に寄与した。

◆感謝状表彰（順不同・敬称略）

Memorial Ceremony



世界一周をしたいです。（笑）

良い人と出会って良い家庭を築き、豪邸に住みたい
です。

サッカーやバスケなどの球技をすることです。

自然が豊かでアユやいちごなどの特産物がおいしい
ところです。

ショッピングセンターがあったらいいなと思いま
す。（笑）

自分はいつも笑顔なので、みんなを笑顔にできると
ころです。

ワカ
モノ

フェイスaceＦ
自
分
の
笑
顔
で
み
ん
な
を
笑
顔
に
で
き
る 永山　勇利さん

Ｙ
ｕ
ｒｉ
　
Ｎ
ａ
ｇ
ａ
ｙ
ａ
ｍ
ａ

ながやまゆうり● 19 歳・小田川在住

メッセージ

from結婚支援室（32）

message

次は松本一希さん（小田川）の予定です。

No.35

　　

金
沢
地
域
里
山
づ
く
り
実
行
委

員
会
で
会
長
を
務
め
る
金
沢
在
住

の
片
野
盛
好
さ
ん
。
金
沢
地
域（
金

沢
・
矢
沢
・
加
羅
沢
）
の
メ
ン
バ

ー
18
人
と
と
も
に
、
昔
の
里
山
を

取
り
戻
そ
う
と
同
地
区
内
に
あ
る

里
山
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
平
成
28
年
６
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
四あ

ず
ま
や阿

や
遊
歩
道
の
整
備
な
ど

を
行
っ
て
お
り
、
現
在
85
％
ほ
ど

進
捗
し
て
い
る
状
況
で
す
。
３
月

に
は
桜
や
も
み
じ
等
を
植
樹
す
る

予
定
に
な
っ
て
い
て
、
最
終
的
に

は
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
に

来
て
も
ら
い
、
地
元
の
四
季
を
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
里
山
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
盛

好
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

現
在
こ
の
里
山
に
は
名
称
が
な

い
た
め
、
公
募
に
よ
り
名
称
を
決

め
る
そ
う
で
す
。
里
山
名
は
、
金

沢
地
域
「
○
○
の
里
」
や
「
○
○

の
も
り
」
な
ど
と
す
る
そ
う
で
、

採
用
さ
れ
た
方
の
名
前
を
案
内
板

に
記
載
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
応
募
は
は
が
き
等
に
よ
り
２

月
末
ま
で
に
会
長
宅
（
金
沢
字
加

羅
沢
７
番
地
）
へ
郵
送
下
さ
い
。

ま
た
３
月
12
日
（
日
）
は
、
植
樹

祭
を
開
催
予
定
で
参
加
希
望
者
は

現
地
イ
ベ
ン
ト
広
場
へ
ス
コ
ッ
プ

持
参
で
午
前
９
時
ま
で
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

最
後
に
盛
好
さ
ん
は
、「
金
沢
地

域
の
方
、
土
地
協
力
者
、
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
賛
同
し
て
く
れ
た

皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
っ
て
、
こ
こ

ま
で
こ
れ
た
こ
と
に
と
て
も
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
結
果
を

求
め
て
地
元
の
メ
ン
バ
ー
と
協
力

し
て
活
動
で
き
て
い
る
こ
と
が
本

当
に
楽
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
四

季
を
彩
る
里
山
を
見
る
の
が
今
か

ら
楽
し
み
で
す
。」
と
賛
同
者
・
協

力
者
に
感
謝
し
な
が
ら
、
今
日
も

作
業
を
続
け
ま
す
。

●今、一番やりたいことは何ですか？

●将来の夢は何ですか？

●趣味は何ですか？

●町の好きなところはどこですか？

●アピールしたいことはありますか？

　結婚相談会を下記の日程で開催いた
します。
日程　１月25日（水）、２月22日（水）、
　　　３月 22 日（水）
時間　午後６時～午後９時
会場　地域見守りふれあい拠点

お気軽にご相談ください。詳しくは、
結婚支援室まで。
ＴＥＬ 0247-46-4884

●町への要望はありますか？

結婚相談会のお知らせ

平成 28 年６月１日（水）に加羅沢地内で行われた安
全祈願祭。

町
内
外
か
ら
多
く
の
方
に
来
て
も
ら
い

地
元
の
四
季
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い

人矢祭
まちのかがやく人・頑張る人

－ Vol.35 －

片
野
盛
好
さ
ん

PROFILE
【かたのもりよし】　74歳。金沢在住。趣
味はカラオケ、短歌。モットーは「努力」

　

今
月
は
、
結
婚
支
援
室
の
取
組

み
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

○
「
出
会
い
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

　

町
の
結
婚
支
援
を
推
進
す
る
た

め
に
、
現
在
８
名
の
「
出
会
い
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」
が
活
動
中
で
す
。

出
会
い
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
は
、
町

か
ら
委
嘱
を
受
け
て
、
独
身
者
、

ま
た
は
独
身
者
の
親
御
さ
ん
の
声

を
聞
き
、
出
会
い
の
相
談
や
仲
介

な
ど
を
行
う
結
婚
相
談
員
で
す
。

今
回
は
、
あ
る
出
会
い
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
つ
ぶ
や
き
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　
「
近
年
結
婚
す
る
人
が
少
な
く

な
っ
て
少
子
化
問
題
へ
と
発
展
し

て
い
る
世
の
中
、
ま
ず
結
婚
し
て

家
族
を
創
り
良
い
家
庭
を
営
む
こ

と
、
そ
れ
が
元
気
な
子
ど
も
の
声

が
聞
こ
え
る
町
と
な
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
結
婚
を
し
て
苦
し
い
時

悲
し
い
時
は
家
族
に
支
え
ら
れ
、

嬉
し
い
事
楽
し
い
事
は
分
か
ち

合
っ
て
一
生
を
送
れ
た
ら
こ
れ
ほ

ど
の
幸
せ
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

寄
り
添
え
る
人
が
隣
に
居
た
ら
な

ん
と
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
し
ょ

う
。
独
身
者
の
皆
さ
ん
、
少
し
勇

気
を
出
し
て
私
た
ち
に
声
を
掛
け

て
み
て
く
だ
さ
い
。」

月 1回行われている月例会
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５　式典後の新成人記念撮影（東舘）

６　商工会青年部による「十年後の私への

　　メッセージ」を書く新成人

７　式典中に行われた新成人から両親へ

　　感謝のメッセージ発表

８　成人の喜びを友達と分かち合う新成人

　成人しましたが、まだ学生な

のであまり実感がありません。

今は、大学院へ行き公認心理士

の国家資格を取って将来の夢で

ある臨床心理士になるため勉学

に励んでいるところです。ここ

まで２０年間育ててくれ、大学

にも行かせてくれた両親に感謝

しながら、夢を叶えられるよう

に今後も努力していきたいと思

います。 寺島　輝
ひかる

さん

両親への感謝を忘れず夢を叶えたい
　成人式で久しぶりに同級生に

会いましたが、みんな変わって

いなくて安心しました。今私は

東京の美容専門学校に通ってい

て、今年３月で卒業を迎えます。

就職先も決まり４月からは社会

人となるので、親孝行をしてい

きたいなと思います。また、私

を生んでここまで育ててくれた

両親に「ありがとう」と伝えた

いです。 滑川 菜
な ほ

穂さん

両親に「ありがとう」と伝えたい

　新成人となり、同級生に久
しぶりに再会できて嬉しかった

です。私は、地元企業の SMC

で働いており2年目を迎えまし

た。将来はすてきな人と出会っ

て、すてきな家庭を築けたらと

思っています。また、地元を離

れた同級生はいろいろな立場で

頑張っていてすごいと思います

が、最終的には矢祭町に戻って

きてほしいなと思っています。 鈴木 千
ち か

夏さん

すてきな人とすてきな家庭を築きたい
　成人を迎えて、大人の仲間
入りをしたので、これから先、

毎年何かしらの恩返しを育てて

くれた両親にしていきたいと

思っています。また、現在塙町

で製造業の仕事に就いており、

毎朝マイカーで通勤しています

が、仕事をもっと頑張って偉く

なり、高級車を購入して通勤す

ることができたらと思っていま

す。 弓田 健
けんと

斗さん

育ててくれた両親に恩返しをしたい

平成 29 年矢祭町成人式
２０１７. １. ８ 

62
名
が
大
人
の
仲
間
入
り

１　成人証書・記念品を授与される

　　芳賀蓮音さんと菊池佳奈恵さん　

２　久々の再会を喜ぶ新成人

３　成人者誓いのことばを述べる

　　本田奈々美さん

４　式典後の新成人記念撮影

　　（石井・下関河内・関岡・内川） １ ２

４

３

７

５

８６

●内川
　芳賀　蓮音
　鈴木　雄太
　石井　麻依
　菊池　佳奈子
●塙町
　本田　奈々美
　竹田　七海

●下関河内
　金澤　穂香
　冨永　清楓
●上関河内
　滑川　菜穂
　鈴木　理沙
　小瀧　裕也
●高野
　菊池　良駄
●山下
　加藤　優馬
●関岡
　本田　奈々
　鈴木　千夏
　圷　　翔
　中野　嵩大
　藤田　剛志

　松本　優姫
　本田　秀哉
　藤田　晃平
●金沢
　片野　恵利奈
●宝坂
　神子島　智史
　豊田　和希
　金澤　理智
　益子　莉央
　古市　正恵
　片野　恭平
●小田川
　藤田　来伽
　藤田　礼華
　加藤　真由
　菊池　悦仁

●東舘
　金澤　洸輝
　鈴木　麻未
　鈴木　咲由莉
　大塚　優也
　鈴木　琢馬
　吉岡　直哉
　鈴木　智哉
　寺島　輝
　須藤　開
　須藤　拓
　石井　希実
　藤田　葵
　鈴木　樹里
　岡崎　隆翔
　鈴木　裕太
　和田　篤寿香

●中石井
　青砥　瑞季
　菊池　大輝
●下石井
　菊池　美紀
　佐藤　彩香
　齊藤　良尭
　深谷　奈菜
●戸塚
　佐藤　洸希
　深谷　称平
　安住　樺奈子
　弓田　健斗
　松浦　楠大
　菊池　佳奈恵
　小松　江里奈
　五十嵐　美幸
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Library Inform
ation

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
２
月
の
イ
ベ
ン
ト

矢
祭
読
書
の
日
…
２
月
19
日
（
日
）
午
前

　

９
時
〜
正
午

　

第
３
日
曜
日
は
読
書
の
日
。
お
近
く
の

　

文
庫
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

【
今
月
の
コ
ー
ナ
ー
】

　

今
月
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
ち
な
み
、「
お

　

菓
子
作
り
の
本
」
と
節
分
に
あ
わ
せ
て

　
「
オ
ニ
が
出
て
く
る
絵
本
」
を
そ
ろ
え
ま

　

し
た
。

【
あ
た
ら
し
く
寄
贈
さ
れ
た
本
】

　
「
未
来
の
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
へ
」
か
こ
さ
と

　

し
・
著　

文
藝
春
秋
（
一
般
書
）

　

▼
「
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
と
て
ん
ぐ
ち
ゃ
ん
」、

　
　
「
か
ら
す
の
パ
ン
や
さ
ん
」
な
ど
、
数

　
　

多
く
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
品
を
手
が
け

　
　

90
歳
を
過
ぎ
た
今
な
お
現
役
で
活
躍
す

　
　

る
著
者
が
、
な
ぜ
絵
本
作
家
と
な
っ
た

　
　

の
か
。す
べ
て
の
親
子
へ
贈
る
メ
ッ
セ
ー

　
　

ジ
が
詰
ま
っ
た
一
冊
で
す
。　

【
読
書
通
帳
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

　

図
書
館
で
無
料
配
布
し
て
い
る
「
読
書

　

通
帳
」
は
、
30
冊
読
ん
で
す
べ
て
貯
め

　

る
と
、
ゆ
め
活
ポ
イ
ン
ト
を
50
ポ
イ
ン

　

ト
贈
呈
し
ま
す
。

今
月
の
休
館
日

　

２
月
６
日
（
月
）、
２
月
13
日
（
月
）、
２

　

月
20
日
（
月
）、
２
月
27
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ　

矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館

　

☎
４
６
‐
４
６
４
６

旧小学校の物品をお譲りします

会　場 日　時

旧下関河内小学校体育館 平成 29 年２月 19 日（日）
午前９時～正午

旧関岡小学校体育館 平成 29 年２月 19 日（日）
午後 1時 30 分～午後 4時 30 分

旧内川小学校体育館 平成 29 年２月 26 日（日）
午前９時～正午

旧石井小学校体育館 平成 29 年２月 26 日（日）
午後 1時 30 分～午後 4時 30 分

　

閉
校
し
た
旧
小
学
校
の
物
品

を
各
体
育
館
に
展
示
し
、
一
般

競
争
入
札
に
よ
り
希
望
者
に
お

譲
り
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方

は
実
施
要
領
等
を
確
認
し
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
日

は
無
料
で
お
持
ち
帰
り
で
き
る

物
品
（
先
着
順
）
も
あ
り
ま
す

の
で
、
皆
様
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

現
地
販
売
会
・
入
札
日
程

入
札
参
加
資
格　

矢
祭
町
に
住

　

所
を
有
す
る
方

入
札
方
法　

各
会
場
備
え
付
け

　

の
入
札
書
に
必
要
事
項
を
記

　

入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。
な
お
、
入
札
は
０

　

円
か
ら
可
能
で
す
が
、
現
状

　

有
資
に
て
の
入
札
・
引
き
渡

　

し
と
な
り
ま
す
の
で
、
現
品

　

を
ご
確
認
の
う
え
入
札
願
い

　

ま
す
。

開
札
日　

２
月
20
日
（
２
月
19

　

日
分
）
／
２
月
27
日
（
２
月

　

26
日
分
）

落
札
者
決
定
方
法　

最
高
値
で

　

入
札
さ
れ
た
方
が
落
札
者
と

　

な
り
ま
す
が
、
同
価
格
の
入

　

札
者
が
複
数
い
る
場
合
は
受

　

付
順
と
な
り
ま
す
。（
※
落

　

札
者
に
は
、
追
っ
て
通
知
い

　

た
し
ま
す
。）

支
払
い
方
法　

決
定
通
知
に
同

　

封
さ
れ
る
納
入
通
知
書
に
よ

　

り
、
一
括
納
入
願
い
ま
す
。

そ
の
他　

引
き
取
り
に
係
る
運

　

搬
費
用
等
は
、
落
札
者
の
負

　

担
と
な
り
ま
す
。ま
た
、ボ
ー

　

ル
ペ
ン
等
の
筆
記
用
具
を
ご

　

用
意
願
い
ま
す
。
な
お
、
旧

　

石
井
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

　

上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
課
学
校
教
育

　

グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４
５
８
０

矢祭町地域おこし協力隊コラム
　
『
威
風
堂
々
』　

日
々
、
矢
祭

町
の
安
全
を
守
る
為
に
戦
っ
て

お
ら
れ
る
方
々
の
背
中
か
ら
感

じ
た
言
葉
で
す
。

　

１
月
４
日
（
水
）、
矢
祭
町
消

防
団
出
初
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

出
初
式
の
一
環
と
し
て
、
矢
祭

町
で
は
矢
祭
町
消
防
団
に
よ
る

町
内
の
行
進
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
整
列
し
て
行
進
す
る
消
防

団
の
方
々
と
そ
の
列
に
続
く
た

く
さ
ん
の
消
防
車
。
そ
の
光
景
、

そ
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　

歩
道
よ
り
見
学
す
る
私
の
目

の
前
を
過
ぎ
去
り
、
遠
ざ
か
る

「
矢
祭
の
文
字
が
描
か
れ
た
背
中
」

　

過
ぎ
去
っ
て
い
く
た
く
さ
ん

の
背
中
を
目
に
し
て
感
じ
と
れ

た
事
は
、「
こ
の
背
中
に
矢
祭
町

は
守
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
強

い
実
感
で
し
た
。

　

消
防
団
の
行
進
か
ら
感
じ
る

「
矢
祭
町
を
守
る
責
任
と
誇
り
」

そ
の
背
中
が
私
に
語
り
か
け
ま

す
。
背
中
か
ら
語
ら
れ
る
気
迫

（
こ
と
ば
）
は
「
威
風
堂
々
」
自

信
と
威
厳
に
満
ち
溢
れ
し
言
葉
。

　

矢
祭
町
で
戦
う
者
達
の
「
責

任
と
誇
り
」
を
体
感
す
る
１
日

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
４
コ
マ
に
も
描
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
矢
祭
町

成
人
式
。
矢
祭
町
商
工
会
青
年

部
さ
ん
が
掲
げ
る
「
絆
」
が
強

く
感
じ
ら
れ
る
成
人
式
で
し
た
。

矢
祭
町
の
先
輩
方
に
は
、
熱
く

優
し
い
思
い
を
抱
く
方
々
が
た

く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

数
年
、十
数
年
先
に
は
、今
の「
町

の
宝
（
わ
か
も
の
）」
が
新
た
な

る
「
町
の
宝
（
わ
か
も
の
）」
を

輝
か
す
「
矢
祭
町
の
先
輩
」
と

な
り
ま
す
。

　

矢
祭
町
の
先
輩
か
ら
受
け
継

が
れ
た
思
い
と
優
し
さ
、
そ
の

輝
き
が
色
褪
せ
る
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
。「
絆
」
は
繋
が
り
、

紡
が
れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ「
時

代
が
変
わ
ろ
う
と
も
、
い
つ
ま

で
も
輝
き
続
け
る
町
」。
そ
れ
が

き
っ
と
、
矢
祭
町
と
い
う
故
郷

な
の
だ
か
ら
…

森田僚
ともや

也（35）

　

平
成
28
年
中
の
棚
倉
警

察
署
管
内
の
刑
法
犯
認
知

件
数
は
、
１
１
２
件
（
前

年
比
＋
34
件
）
と
前
年
に

比
べ
、
大
幅
に
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

被
害
防
止
の
た
め
に
は

ま
ず
、
被
害
に
あ
い
に
く

い
環
境
を
作
る
こ
と
が
大

切
な
の
で
、
防
犯
カ
メ
ラ

や
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
な

ど
を
設
置
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
タ
イ
ヤ
は
外

に
置
か
ず
、
倉
庫
な
ど
で

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
犯
人
は
下
見
を
し
て

い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

不
審
車
両
を
見
か
け
た
場

合
に
は
、
不
審
車
両
の
ナ

ン
バ
ー
を
控
え
て
棚
倉
警

察
署
、
も
し
く
は
１
１
０

番
へ
通
報
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

棚
倉
警
察

　

署
☎
０
２
４
７
‐
３
３

　

‐
０
１
１
０

棚
倉
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

俳
句　

ふ
き
の
芽
句
会

白
葱
の
長
棒
き
ざ
む
三
ケ
日

積
雪
や
踏
め
ば
コ
リ
ッ
と
鳴
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川　

柳
子

取
り
札
を
股
間
に
隠
す
子
の
歌
留
多

初
場
所
や
大
和
心
の
綱
重
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

良
夫

初
句
会
障
子
明
り
に
座
り
け
り

し
き
た
り
も
当
世
風
な
り
三
ケ
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢　

タ
ツ

初
春
や
生
き
て
る
限
り
続
く
義
利

盆
梅
の
そ
ば
に
玩
具
の
指
輪
置
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓮
見　

ふ
ゆ

真
剣
に
僧
に
唱
和
す
初
読
経

我
が
庭
は
鳥
の
楽
園
日
脚
伸
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
た
つ
江

寄
り
合
い
て
又
離
れ
て
は
氷し

が華
流
る

妥
協
な
ど
さ
ら
さ
ら
な
く
て
虎も
が
り
ぶ
え

落
笛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
志
津
子
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補助を受け配備された車両と齊藤会長

　1月 13 日（金）、やまつりこども園遊戯室におい
て「だんごさし」行事が行われました。幼児教育部の
園児が各教室で赤・緑・黄色・白のだんごをそれぞれ
丸めて作り、遊戯室中央に設置されたみずの木に縁起
物の飾りとともにだんごをさして 1年間の無病息災
を願いました。

檜山団長を筆頭に統率のとれた隊形を作る団員

　12月 26 日（月）、社会福祉協議会に日本赤十字
社福島県支部から費用補助を受けた赤十字救援車両
が導入されました。日本赤十字社福島県支部では、
赤十字活動の進展のために県内各市町村の地区・区
分に対し補助を行っており、この車両は災害時の救
援活動や赤十字奉仕団活動等に役立てられます。

みずの木にだんごをさす園児たち

　1月 4 日（水）、平成 29 年矢祭町消防団出初式
が矢祭中学校校庭で挙行されました。今年は山村開
発センター駐車場から矢祭中学校までの道程を堂々
と行進し、地域住民へ無火災を呼びかけました。式
典では、規律正しい観閲・通常点検ののち、各種表
彰が行われました。

赤十字活動の進展のため新車両を配備
▶矢祭町社会福祉協議会（日赤矢祭町分区）に新車両配備

無病息災を願い小正月行事を体験
▶やまつりこども園だんごさし

町内の無火災・無災害を願う
▶矢祭町消防団出初式

お礼のことばを述べた代表者３人

久慈川を流れるシガ

　1月 25 日（水）、久慈川の冬の風物詩として現
れる「シガ」が流れました。同月 16日に今年初め
て流れた日と同様に、夢想橋付近では、この幻想的
な川面の現象をカメラに収めようとする観光客など
が集まり、朝日に照らされ輝く光景の撮影を楽しん
でいました。

久慈川の冬の風物詩
▶久慈川にシガが流れる

今年度の全活動を終えて
▶生涯学習合同閉級式

　1月 28 日（土）、山村開発センター大集会室に
おいて、平成大学・女性団体連絡協議会・ふるさと
探検隊合同の閉級式が行われました。式では、各団
体の皆勤賞（23 人）・精勤賞（24 人）が古張教育
長より授与され、各団体の代表者がそれぞれお礼の
ことばを述べたのち閉式となりました。

智悠奈さんの代理で激励金を受け取る創一さん

役場第1会議室で行われた模擬授業

　1月 13 日（金）と 14 日（土）、今年４月開講予
定の「矢祭未来想成アカデミー」模擬講義が役場第
1会議室で開催されました。このアカデミーは町内
で起業等を目指す人材の育成などを目的としており、
今回は早稲田大学客員教授の黒沢氏と元日本工業大
学大学院客員教授の石倉氏が講師を務めました。

起業等目指す人材育成の模擬講義を開催
▶矢祭未来想成アカデミー（YMCA）模擬講義

　1月 18 日（水）、福島県高等学校ソフトテニス
インドア選手権大会で 2位に輝き、1月 20 日から
の東北大会（会場：青森県）に出場した、修明高校
２年の鈴木智悠奈さんに激励金が交付されました。
当日は練習のため欠席した本人に代わり、父の創一
さんが町長から激励金を受け取りました。

東北大会での活躍に期待　
▶若鮎チャレンジサポート事業激励金交付式
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新
年
度
予
算
編
成
に
向
け

て
の
施
政
方
針
と
重
点
施
策
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

町
長

　

第
５
次
総
合
計
画
に
基
づ

き
、
集
中
と
選
択
、
そ
う
し
た

意
味
合
い
の
も
と
町
政
執
行
し

て
参
り
た
い
。
ハ
ー
ド
事
業
で

は
、
石
井
小
学
校
跡
地
に
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
と
ケ
ア
ハ
ウ
ス

の
建
設
、
ソ
フ
ト
事
業
で
は
、

社
会
人
大
学
の
ス
タ
ー
ト
と
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
日
本
一
を
目
指

し
、
し
っ
か
り
と
町
政
運
営
を

し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
で

構
想
を
練
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

第
５
次
総
合
計
画
の
初
年

度
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

が
、
そ
の
評
価
を
伺
い
た
い
。

　
　

町
長

　

ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
執
行
で
き

て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

各
種
団
体
（
農
林
漁
業
、

商
工
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
）
へ

の
補
助
金
の
増
額
を
要
望
し
た

い
。
予
算
が
厳
し
い
こ
と
か
ら

年
々
減
額
し
て
き
た
。
そ
れ
に

併
行
し
た
か
の
よ
う
に
団
体
活

動
が
低
調
に
な
っ
た
。
考
え
を

伺
い
た
い
。

　
　

町
長

　

収
入
の
増
額
が
見
込
め
な
い

た
め
、
で
き
る
限
り
財
政
支
出

を
控
え
て
ま
い
り
た
い
の
で
、

現
状
維
持
で
お
願
い
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

膨
大
な
補
助
金
を
要
求
す

る
わ
け
で
は
な
い
。
少
し
で
も

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
団
体
活
動

が
元
気
に
な
る
。
元
気
な
町
民

の
声
が
聞
き
た
い
。

　
　

町
長

　

例
え
て
い
え
ば
ど
う
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。

　
　

例
え
ば
ス
ポ
ー
ツ
団
体
活

動
。
以
前
は
男
性
も
女
性
も
活

発
に
運
動
し
、
大
会
も
い
ろ
い

ろ
あ
っ
た
が
、
今
は
静
か
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
　

町
長

　

全
国
的
に
そ
う
し
た
傾
向
に

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
少
し
補
助
金
を
増
や
し
た

か
ら
競
技
人
口
が
増
え
る
と
は

予
想
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
自
助

努
力
で
お
願
い
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
　

第
５
次
総
合
計
画
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
進
捗
状
況
と
今

後
４
年
間
の
見
通
し
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

　

12
月
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
14
日
と
15
日
の
２
日
間
行

わ
れ
、
６
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え

を
質
し
ま
し
た
。

一
般
・
福
祉
・
保
健

・
教
育
行
政

質
問　

新
年
度
予
算
編
成
に

つ
い
て

問

問答

青砥安彦議員

問 答

答

やまつり
議会議会だよりだより №139

2017.2.3

第８回定例会
12月12日～16日

矢
祭
町
名
誉
町
民
の
決
定
に

　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
同
意
！

　

12
月
定
例
議
会
は
、
12
月
12
日
か
ら
16
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
初
日
は
、
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説

明
が
行
わ
れ
、
続
い
て
担
当
課
長
か
ら
議
案
の
内
容
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
議
案
調
査
の
た
め
休
会
。
３
日
目
、
４
日
目
は
一
般
質
問
で
議
員
６
名
が
登
壇
し
町
に
対
し
て
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

５
日
目
の
最
終
日
は
議
案
審
議
が
行
わ
れ
、
専
決
処
分
報
告
３
件
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
３
件
、
平
成
28
年

度
各
会
計
補
正
予
算
５
件
、
名
誉
町
民
の
決
定
の
同
意
１
件
が
提
案
さ
れ
、
合
計
12
案
件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
追
加
提
案
と
し
て
、議
員
提
出
案
件
の
意
見
書
１
件
が
提
案
さ
れ
、原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
専
決
第
８
号　

平
成
28
年
度

矢
祭
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
１
０
８
号
）

◎
専
決
第
９
号　

平
成
28
年
度

矢
祭
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
議
案
第
１
０
９
号
）

◎
専
決
第
10
号　

平
成
28
年
度

矢
祭
町
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案
第

１
１
０
号
）

　

地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
緊
急
や

む
を
得
ず
専
決
処
分
し
ま
し
た

の
で
、
同
条
第
３
項
の
規
定
に

よ
り
報
告
し
承
認
を
求
め
る
も

の
で
す
。

平成28年度一般会計予算補正状況（専決第８号）
（単位：千円）

会　計　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一 般 会 計 5,378,803 190 5,378,993

14

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
１
１
４
号
）

　

法
人
町
民
税
の
減
額
、
基
金

繰
入
金
、前
年
度
繰
越
金
の
増
額
、

臨
時
福
祉
給
付
金
事
業
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
に

伴
う
補
正
が
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
１
１
５
号
）

　

国
民
保
険
税
及
び
県
補
助
金

の
減
額
、
医
療
費
の
伸
び
に
よ

る
繰
入
金
、
保
険
給
付
費
の
増

額
が
補
正
の
主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
１
１
６
号
）

　

介
護
予
防
事
業
が
新
し
い
総

合
事
業
に
移
行
す
る
た
め
の
予

算
の
組
み
替
え
に
よ
る
補
正
が

主
な
内
容
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
議
案
第
１
１
７
号
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
療
養
給
付

費
の
前
年
度
負
担
金
の
確
定
に

よ
る
補
正
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
議
案
第

１
１
８
号
）

　

施
設
の
修
繕
費
の
増
額
、
消

費
税
の
確
定
に
よ
る
減
額
な
ど

が
補
正
の
主
な
内
容
で
す
。

◎
矢
祭
町
名
誉
町
民
の
決
定
に

同
意
を
求
め
る
こ
と
（
議
案
第

１
１
９
号
）

　

矢
祭
町
名
誉
町
民
条
例
第
３

条
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同

意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

全
会
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

平成28年度各会計別予算補正状況（12月第8回定例会）
（単位：千円）

会　計　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一 般 会 計 5,378,993 91,029 5,470,022
特
別

会

計

国 民 健 康 保 険 822,651 34,496 857,147

介 護 保 険 555,910 106 556,016

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 135,950 3,182 139,132

水 道 事 業 会 計 (収益的支出) 136,215 △ 1,508 134,707

15

平成28年度水道事業会計予算補正状況（専決第９号）
（単位：千円）

会　計　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

水道事業（収益的支出） 135,485 730 136,215

平成28年度後期高齢者医療保険特別会計予算補正状況（専決第10号）
（単位：千円）

会　計　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

後 期 高 齢 者 医 療
保 険 特 別 会 計 135,862 88 135,950

◎
矢
祭
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（
議
案
第
１
１
１
号
）

　

福
島
県
人
事
委
員
会
の
給
与

勧
告
に
準
じ
、
給
料
月
額
及
び

手
当
の
改
正
を
行
う
た
め
一
部

改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
議
案
第
１
１
２

号
）

　

所
得
税
法
な
ど
の
改
正
に
伴

い
一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
議
案
第
１
１
３
号
）

　

所
得
税
法
な
ど
の
改
正
に
伴

い
一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

○
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金

制
度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意
見

書
（
発
議
第
６
号
）

※
可
決
し
た
意
見
書
を
政
府
関

　

係
機
関
に
対
し
送
付
し
ま
し

　

た
。

報　
　
　

告

条　
　
　

例

補 

正 

予 

算

議
員
提
出
議
案

意

見

書

人

事

案

件

矢
祭
町
名
誉
町
民
に

　

髙　

田　

芳　

行　

氏

（
千
葉
県
市
川
市
）

問答 答問質
問　

第
５
次
矢
祭
町
総
合

計
画
に
つ
い
て

問



　
　

町
長

　

計
画
に
沿
っ
て
、
着
々
と
、

粛
々
と
実
行
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

矢
祭
町
の
将
来
像
。「
人

口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
身
体
面
の
健
康
だ
け
で
な

く
、人
々
が
生
き
が
い
を
感
じ
、

豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
町
づ
く

り
を
推
進
し
、
恵
ま
れ
た
自
然

環
境
の
中
で
夢
を
持
っ
て
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
、
高
齢
に

な
っ
て
も
元
気
に
暮
ら
せ
る
社

会
を
目
指
す
」と
唱
っ
て
い
る
。

現
実
と
違
う
よ
う
に
思
う
が
考

え
を
伺
い
た
い
。

　
　

町
長

　

議
員
の
考
え
と
私
の
考
え
に

差
が
あ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ

う
い
う
問
題
で
は
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
　

町
の
５
年
後
の
将
来
像
を
言

い
切
っ
て
い
る
。
で
あ
れ
ば
、
前

向
き
な
行
政
施
策
を
打
ち
出
し
、

町
民
が
高
齢
に
な
っ
て
も
元
気
に

暮
ら
せ
る
町
を
築
い
て
ほ
し
い
。

　
　

町
長

　

補
助
金
を
増
や
し
た
だ
け
で
、

町
民
が
生
き
生
き
と
元
気
に
な

る
と
は
思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　

敬
老
会
へ
の
出
席
者
が
少

な
く
、
非
常
に
残
念
だ
っ
た
。

こ
こ
数
年
の
出
席
率
は
ど
の
く

ら
い
な
の
か
伺
い
た
い
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

例
年
、
招
待
者
の
２
割
程
度

の
出
席
率
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

ど
う
い
う
理
由
で
出
席
者

が
少
な
い
の
か
伺
い
た
い
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

高
齢
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を

嫌
う
人
、
価
値
観
の
多
様
化
に

よ
り
敬
老
会
を
好
ま
な
い
人
も
い

る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

私
は
多
く
の
高
齢
者
に
出

席
し
て
も
ら
い
、
町
を
挙
げ
て

お
祝
い
し
た
い
。
そ
こ
で
一
つ

提
案
を
し
た
い
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
落

語
家
を
招
き
、
笑
い
の
場
を
設

け
て
ほ
し
い
。
笑
う
こ
と
は
健

康
に
よ
く
、
前
向
き
に
検
討
い

た
だ
き
た
い
。

　
　

町
長

　

以
前
、
お
話
お
ば
さ
ん
を
招

聘
し
た
が
、
大
し
て
変
わ
ら
な

い
よ
う
に
記
憶
し
て
お
り
、
効

果
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　
　

著
名
な
芸
人
を
招
聘
し
て

も
ら
え
ば
違
う
の
で
は
な
い
か
。

　
　

町
長

　

今
後
の
検
討
課
題
と
い
う
こ

と
で
お
聞
き
し
て
お
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　

町
民
の
健
康
づ
く
り
と
ふ

れ
あ
い
を
目
的
と
し
た
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
の
開
催
を
提
案
し

た
い
。
９
月
定
例
議
会
で
も
質

問
し
た
が
、
町
長
か
ら
「
検
討

課
題
と
し
て
受
け
止
め
た
い
」

と
の
答
弁
を
い
た
だ
い
た
。

　
　

町
長

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
は
健
康

維
持
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
年
に
１
〜
２
回
や
っ
て
も

町
民
の
健
康
押
し
上
げ
に
は
な

ら
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
現

在
、
保
健
師
、
教
育
委
員
会
あ

る
い
は
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
健
康
体
操
を

や
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
も
の

を
充
実
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

県
内
各
地
で
い
ろ
い
ろ
な

大
会
を
や
っ
て
い
る
。
ど
こ
の
大

会
も
大
勢
集
ま
り
盛
況
で
あ
る
。

予
算
編
成
時
期
で
あ
り
、
前
向

き
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

町
長

　

議
員
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
も
わ

か
り
ま
す
が
、
少
人
数
を
集
め

て
運
動
し
た
ほ
う
が
い
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　
　

小
学
生
は
統
合
に
よ
り
バ

ス
通
学
と
な
っ
た
。
毎
朝
、
バ

ス
停
で
待
機
し
て
い
る
が
、
天

候
の
悪
い
日
や
冬
場
は
大
変
で

あ
る
。
何
か
対
策
を
考
え
て
い

る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　

教
育
課
長

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
定
刻
ど
お

り
運
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、
待

ち
時
間
は
わ
ず
か
で
す
。
児
童

数
や
分
布
状
況
に
よ
っ
て
は
停

留
所
も
変
わ
り
ま
す
。
現
状
で

は
こ
れ
以
上
の
対
策
は
考
え
て

お
り
ま
せ
ん
。

　
　

天
候
が
悪
い
と
き
保
護
者

が
付
き
添
っ
た
り
、
直
接
学
校

ま
で
送
っ
た
り
し
な
い
か
心
配

が
あ
る
。
教
育
委
員
会
は
心
配

で
は
な
い
の
か
。

　
　

教
育
課
長

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
安
全
を
最

重
要
視
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

は
予
想
さ
れ
な
い
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
保
護
者
の
モ
ラ

ル
に
訴
え
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

で
あ
れ
ば
保
護
者
に
「
絶

対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と

訴
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

教
育
課
長

　

今
ま
で
も
「
送
迎
は
し
な
い

よ
う
に
」と
周
知
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

県
は
虫
歯
対
策
と
し
て
、

フ
ッ
素
洗
口
を
学
校
現
場
に
導

入
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
し

か
し
、
判
断
は
市
町
村
と
教
育

委
員
会
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

本
町
は
ど
う
い
う
対
応
を
す
る

の
か
伺
い
た
い
。

　
　

教
育
長

　

フ
ッ
素
洗
口
は
虫
歯
す
べ
て

を
防
ぐ
と
い
う
こ
と
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
歯
磨
き
や
適
切
な
甘

味
の
摂
取
、
フ
ッ
化
物
洗
口
に

よ
る
歯
の
質
を
高
め
る
こ
と
で

虫
歯
予
防
に
つ
な
が
っ
て
い
く

よ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
。
子

ど
も
園
で
は
９
月
か
ら
、
年
長

児
、
年
中
児
で
週
２
回
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　
　

子
ど
も
園
で
実
施
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
心
配
に
な
っ

た
。
フ
ッ
素
洗
口
液
は
医
薬
品

で
あ
り
ま
す
。
メ
ー
カ
ー
は

「
フ
ッ
素
洗
口
で
何
が
起
き
て

も
責
任
を
持
た
な
い
」
と
注
意

書
き
し
、
断
言
し
て
い
る
。
止

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

教
育
長

　

保
護
者
に
は
説
明
会
で
、
歯

科
医
師
か
ら
説
明
し
て
い
た
だ

き
、
希
望
者
を
募
っ
て
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
県
の
説
明

で
も
間
違
っ
て
１
回
飲
ん
で
も

「
健
康
に
害
は
な
い
」
と
判
断

し
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
歯
科
医
師
の
指
示
書
ど

お
り
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

現
場
か
ら
の
声
は
上
が
っ

て
い
な
い
か
。

　
　

教
育
長

　

声
は
上
が
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

苦
情
も
聞
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

答 問

答

問

答 問答 問答問

　
　

小
学
校
に
ど
う
し
て
も
導

入
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
必
ず
保

護
者
の
同
意
を
得
た
上
で
、
歯

科
医
師
の
指
導
の
下
で
行
っ
て

ほ
し
い
。
約
束
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
　

教
育
長

　

先
生
方
も
不
安
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、
来

年
、
説
明
会
を
開
く
予
定
で
あ

り
ま
す
。
そ
ち
ら
の
方
に
も
参

加
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　

加
羅
沢
・
太
子
沢
線
か
ら

東
慶
寺
線
へ
の
道
路
に
つ
い

て
、
整
備
が
必
要
と
思
い
ま
す

が
町
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　

町
長

　

近
年
住
宅
地
と
し
て
活
用
さ

れ
る
向
き
が
あ
る
よ
う
で
す

が
、
町
道
認
定
も
ま
だ
し
て
お

り
ま
せ
ん
。
今
後
、
町
道
全
体

の
見
直
し
を
行
う
中
で
、
検
討

し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
　

橋
梁
の
長
寿
命
化
と
耐
震

対
策
に
つ
い
て
、
町
道
桃
の
木

・
滝
ノ
沢
線
に
あ
る
東
橋
の
道

路
の
部
分
に
ひ
び
割
れ
が
あ
る

が
、強
度
的
に
は
ど
う
な
の
か
。

ま
た
、
橋
桁
は
耐
震
的
に
は
ど

う
な
の
か
、お
伺
い
致
し
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

平
成
23
年
の
橋
梁
調
査
で
は

構
造
的
な
影
響
の
あ
る
状
態
で

は
な
い
と
判
断
さ
れ
て
お
り
ま

す
。表
面
の
亀
裂
に
つ
い
て
は
、

補
修
等
を
行
っ
て
お
り
、
順
次

走
行
性
の
観
点
か
ら
修
繕
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
耐
震
性
に

つ
い
て
は
、
50
年
前
の
設
計
で

あ
り
、
大
震
災
規
模
に
耐
え
ら

れ
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
と
い

う
状
況
で
す
。

　
　

町
長

　

当
分
は
躯
体
そ
の
も
の
は
持

つ
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
加
え
な
が
ら
、
出
来
る
限

り
長
寿
命
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域

の
解
除
が
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス

ト
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
の

か
町
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

町
内
19
カ
所
に
設
置
し
て
あ

り
ま
す
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

に
つ
い
て
は
、
撤
去
の
予
定
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
　

情
報
発
信
の
内
容
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
安
全
対
策
か
ら

の
情
報
発
信
は
ど
の
よ
う
な
場

合
に
行
っ
て
お
り
ま
す
で
し
ょ

う
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
で
す
が
、
気

象
情
報
に
つ
い
て
は
異
常
警
報

が
発
生
し
た
場
合
、
消
防
庁
か

ら
Ｊ
―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
を
通
じ
て

直
接
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
の
方
に
接

続
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

他
、
火
災
情
報
を
流
し
て
お
り

ま
す
。
地
震
等
に
つ
い
て
は
流

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
の
で
、
今
後
、
住
民
に
知
ら

せ
る
べ
き
も
の
に
つ
い
て
は
広

く
告
知
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
の
中
で
、
町
の
概
要
が

ち
ょ
っ
と
情
報
の
発
信
が
足
り

な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま

す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
見
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

今
後
は
、
町
の
概
要
、
人
口
、

世
帯
数
な
ど
統
計
情
報
の
掲
載

に
努
め
ま
し
て
充
実
を
図
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

買
い
物
支
援
の
施
設
整
備

事
業
、
こ
の
費
用
を
含
む
総
事
業

費
が
い
く
ら
ぐ
ら
い
か
か
っ
た
の

か
を
お
尋
ね
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

国
か
ら
の
交
付
金
を
平
成
26

年
度
の
補
正
予
算
に
計
上
し
、

27
年
度
に
繰
越
し
ま
し
て
、１
，

６
０
０
万
円
程
度
か
か
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
推
進
費

と
し
て
３
０
０
万
円
別
途
予
算

化
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　
　

事
業
開
始
後
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
、
こ
の
事
業
の
利
用
者

の
進
捗
状
況
、
事
業
の
進
み
具
合

は
い
か
が
に
な
っ
て
お
り
ま
す
か
。

　
　

事
業
課
長

　

地
域
見
守
り
ふ
れ
あ
い
拠
点

事
業
と
い
う
全
体
の
ス
キ
ー
ム

の
う
ち
買
い
物
支
援
の
サ
ー
ビ

ス
の
方
が
よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト

し
た
と
い
う
状
況
で
す
。
今
後

は
、
そ
こ
に
ふ
れ
あ
い
拠
点
事

業
と
し
て
地
産
地
消
の
観
点
を

入
れ
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

今
後
２
０
０
世
帯
ぐ
ら
い
あ

る
老
々
世
帯
を
対
象
に
事
業
の

拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

町
長
と
し
て
こ
の
事
業
に

か
け
る
予
算
の
上
限
は
ど
の
位

と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

町
長

　

高
齢
者
、
独
居
老
人
、
老
々
世

帯
、
そ
う
し
た
社
会
の
弱
者
の
支

援
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
支
出
の
額

が
い
く
ら
に
な
る
の
か
試
算
は
し

て
お
り
ま
せ
ん
し
、
し
っ
か
り
と

３
つ
の
事
業
を
合
わ
せ
な
が
ら
し

て
い
く
と
。
見
守
り
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
収
益
を
見
込
め
な
い

事
業
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
う
し

た
も
の
は
多
少
の
財
政
支
出
は
や

む
を
得
な
い
。
物
販
、
配
達
そ
う

し
た
も
の
に
つ
い
て
は
出
来
る
限

り
、
ペ
イ
す
る
よ
う
な
方
向
で
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
頂
く
と
。
今
こ

こ
で
、
い
く
ら
ま
で
上
限
だ
と
い

う
よ
う
な
答
弁
は
出
来
な
い
と
思

い
ま
す
。

　
　

会
計
整
理
期
間
内
に
お
け

る
積
立
金
の
取
り
崩
し
が
あ
っ
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た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
基

金
の
取
り
崩
し
が
発
生
す
る
と

い
う
の
は
ど
う
い
う
と
き
に
ど

う
い
う
形
で
行
う
と
い
う
の
が

筋
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

基
金
は
積
み
立
て
る
目
的
が

あ
り
ま
し
て
、
そ
の
運
営
に
不

足
が
生
じ
た
と
き
に
取
り
崩
し

て
そ
れ
に
充
当
す
る
と
い
う
考

え
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
手
続
き

に
つ
き
ま
し
て
は
、
行
政
実
例

な
ど
を
解
説
し
て
お
り
ま
す
本

な
ど
を
見
ま
し
て
も
、
こ
れ
は

適
法
で
あ
る
と
解
説
を
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
３
月
31
日
で
不
足

が
予
測
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
、
そ
れ
に
対
応
し
、
財
源
確

保
を
図
る
た
め
調
定
を
し
て
お

き
ま
し
た
。
た
だ
し
、
４
月
、

５
月
で
ど
れ
だ
け
納
入
に
な
る

か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
点
で

は
確
定
は
出
来
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
　

地
域
公
共
交
通
網
整
備
を

ど
う
考
え
る
か
。
今
後
の
町
の

方
針
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

今
後
、
地
域
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
を
設
置
し
第
１
回
目

の
会
議
を
１
月
に
開
催
し
、
各

層
各
界
か
ら
ご
意
見
を
賜
り
な

が
ら
今
後
の
対
応
を
検
討
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

拠
点
施
設
を
触
れ
合
う
場

所
と
し
て
の
機
能
を
強
化
す
べ

き
か
と
考
え
ま
す
が
、
今
後
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

事
業
課
長

　

現
在
ふ
れ
あ
い
拠
点
事
業
と

し
て
の
ス
タ
ー
ト
と
い
う
と
こ
ろ

に
は
、
た
ど
り
着
い
て
い
な
い
と

い
う
の
が
正
確
な
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

現
在
の
状
況
と
見
通
し
に

つ
い
て
、
町
民
に
寄
り
添
っ
た

施
設
に
な
る
た
め
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

旧
石
井
小
学
校
を
改
築
し
ま

し
て
高
齢
福
祉
部
門
と
就
学
前

の
乳
幼
児
部
門
を
移
設
し
た
い

考
え
で
、
第
１
回
開
設
準
備
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
第
２

回
開
設
準
備
委
員
会
の
際
に
町

の
考
え
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
て

委
員
さ
ん
に
ご
意
見
を
賜
る
と

い
う
考
え
で
お
り
ま
す
。

　
　

病
後
児
保
育
み
た
い
な
と

こ
ろ
も
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

移
動
手
段
も
ベ
ー
ス
に
乗
せ
て

も
ら
っ
た
ら
い
か
が
な
も
の
か

と
思
う
が
、
そ
の
件
に
関
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
　

町
長

　

病
後
児
保
育
に
つ
い
て
は
、

非
常
に
難
し
い
問
題
だ
と
思
い

ま
す
。
交
通
手
段
で
す
が
、
公

共
交
通
の
中
で
考
え
て
い
け
ば

い
い
の
か
な
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
　

社
会
人
大
学
構
想
に
つ
い

て
進
捗
状
況
と
方
向
性
。ま
た
、

福
祉
の
た
め
の
人
材
を
育
て
る

場
所
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

社
会
人
大
学
院
の
構
想
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
29
年
４
月

開
校
に
向
け
、
塾
生
の
募
集
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
方
向

性
と
し
て
は
、
自
分
の
夢
や
構

想
を
実
現
へ
と
近
づ
け
る
こ
と

を
町
と
し
て
支
援
し
て
い
く
と

い
う
も
の
で
す
。

　
　

ゆ
め
活
ポ
イ
ン
ト
の
町
民

へ
の
周
知
状
況
、
又
登
録
に
つ

い
て
お
し
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

周
知
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
行
政
区
長
を
通
し
て
回
覧
を

し
て
お
り
ま
す
。
広
報
に
も
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
各

種
町
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
Ｐ
Ｒ

を
し
て
お
り
ま
す
。
登
録
人
数

は
12
月
１
日
現
在
で
２
０
６
人

で
す
。
９
月
か
ら
登
録
を
開
始

し
て
お
り
ま
す
。

　
　

小
学
校
の
雨
漏
り
の
対
策

に
つ
い
て
、
い
つ
、
ど
の
よ
う

な
と
き
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　

事
業
課
長

　

雨
漏
り
の
原
因
と
し
ま
し
て

は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
継
ぎ

部
分
の
防
水
加
工
の
手
順
に
少
し

ミ
ス
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
確
認
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
発
覚
時
期
は
梅

雨
時
期
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、

直
す
た
め
に
は
季
節
的
な
問
題

も
あ
り
、
現
在
工
事
に
着
手
し

再
度
の
防
水
加
工
を
施
す
工
事

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

こ
ど
も
園
の
テ
ラ
ス
の
雨

漏
り
に
つ
い
て
、
対
策
を
何
か

講
じ
て
頂
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　
　

教
育
課
長

　

こ
れ
は
早
急
な
対
策
が
必
要

と
い
う
こ
と
で
、
施
工
業
者
に

指
示
を
い
た
し
ま
し
て
改
善
策

を
講
じ
る
と
い
う
段
階
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
　

障
害
を
持
つ
お
子
さ
ん
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て
、
幼
稚
園

の
方
で
重
度
の
子
ど
も
た
ち
を

受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　
　

教
育
長

　

恒
常
的
に
医
療
的
な
介
護
を

必
要
と
す
る
よ
う
な
場
合
に

は
、
受
け
入
れ
は
非
常
に
難
し

い
の
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

保
護
者
の
了
解
を
得
て
、
就
学

指
導
委
員
会
で
審
議
し
ま
し
て
、

そ
の
判
断
に
よ
っ
て
入
級
可
能

か
、
特
別
支
援
学
校
が
い
い
の

か
ど
う
か
判
断
を
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

国
道
１
１
８
号
中
学
校
入

口
の
拡
張
に
伴
う
安
全
の
確
保

に
つ
い
て
、
路
面
に
工
夫
を
す

る
こ
と
で
車
へ
の
注
意
喚
起
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た

が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　

教
育
長

　

校
長
と
も
何
度
か
協
議
を
し

ま
し
て
、
保
護
者
向
け
に
は
勿

論
、
子
ど
も
た
ち
に
も
十
分
安

全
な
歩
行
、
安
全
な
運
転
を
す

る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
広
報
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
横
断
歩
道
に
つ
い
て
は
現
在

の
と
こ
ろ
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
　

も
っ
た
い
な
い
図
書
館
に

つ
い
て
、
利
用
者
を
増
や
す
た

め
に
学
習
室
及
び
入
口
の
整
備
、

利
用
時
間
な
ど
を
一
考
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
対
応
を
伺
い
た
い
。

　
　

教
育
長

　

総
合
的
な
観
点
か
ら
将
来
的

に
検
討
し
て
い
く
事
は
必
要
な

の
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

閉
校
し
た
小
学
校
の
整
理

を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
備
品
等
は
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　

教
育
課
長

　

そ
れ
ぞ
れ
の
備
品
に
番
号
を
付

す
と
い
う
作
業
を
旧
各
小
学
校
で

今
現
在
進
行
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。

年
内
に
こ
の
作
業
を
終
え
て
、
町

民
の
方
に
等
し
く
供
与
し
て
い
く

手
だ
て
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

虫
歯
予
防
対
策
に
お
け
る

フ
ッ
素
洗
口
の
問
題
点
に
つ
い

て
、
歯
垢
を
取
ら
な
い
と
予
防

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
の

で
、
そ
の
点
も
考
え
て
フ
ッ
化

物
の
考
え
に
つ
い
て
お
伺
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

現
在
、
こ
ど
も
園
の
４
歳
児
と

５
歳
児
、
保
護
者
の
同
意
を
得
て

希
望
す
る
園
児
の
み
行
っ
て
お
り

ま
す
。
県
の
補
助
事
業
で
あ
り
、

そ
れ
に
基
づ
き
町
も
虫
歯
予
防
の

た
め
フ
ッ
化
物
洗
口
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、

保
護
者
の
同
意
が
な
け
れ
ば
や
り

ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
辺
は
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

子
供
た
ち
の
ス
マ
ホ
や
メ

デ
ィ
ア
機
器
の
問
題
に
つ
い
て
、

町
と
し
て
は
ど
う
関
わ
っ
て
い
る

か
、
保
護
者
へ
の
協
力
を
得
る
た

め
の
仕
掛
け
を
考
え
る
べ
き
だ
と

思
う
が
、
対
応
策
を
伺
い
た
い
。

　
　

教
育
長

　

学
習
サ
ポ
ー
ト
員
を
配
置
し

て
お
り
、
情
報
教
育
を
担
当
し
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
中
学
校
で
は

パ
ソ
コ
ン
を
利
用
す
る
機
会
に
は
、

担
任
、
担
当
教
師
の
方
か
ら
指
導

が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
一

番
は
や
は
り
家
庭
の
協
力
を
得
る

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　

雨
漏
り
を
い
つ
ご
ろ
知
り
、

何
を
指
示
さ
れ
ま
し
た
か
。

　
　

町
長

　

多
分
11
月
頃
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
直
ち
に
設
計
業
者
と
施

工
業
者
を
呼
ん
で
緊
急
に
雨
漏

り
を
防
ぐ
よ
う
指
示
し
ま
し
た
。

　
　

防
水
加
工
処
理
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
理
由
と
は
。

　
　

事
業
課
長

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
建
物
で

は
当
然
、
打
継
ぎ
と
い
う
部
分

が
出
て
き
ま
す
。
す
き
間
が
生

じ
や
す
い
部
分
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
こ
こ
に
は
ウ
レ
タ
ン
製

の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
す
る
よ
う

な
薬
剤
、
そ
の
上
に
防
水
シ
ー

ト
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
浸

水
を
防
ぐ
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
。そ
れ
を
や
っ
た
上
で
、

合
板
を
乗
せ
て
屋
根
を
施
し
て

い
る
と
い
う
よ
う
な
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

新
し
く
建
て
て
何
カ
月
も

し
な
い
の
に
雨
漏
り
す
る
こ
と

自
体
考
え
ら
れ
な
い
が
。

　
　

事
業
課
長

　

設
計
は
雨
漏
り
を
し
な
い
よ

う
に
作
る
、
こ
れ
は
当
然
の
こ

と
で
す
。
仮
に
見
え
な
い
と
こ

ろ
が
原
因
で
起
こ
っ
た
場
合
の

対
応
が
瑕
疵
担
保
責
任
で
、
ゼ

ロ
で
あ
る
の
が
望
ま
し
い
の
で

す
が
、
物
理
的
に
不
可
能
と
い

う
と
こ
ろ
は
あ
る
の
か
と
承
知

し
て
お
り
ま
す
。
当
然
、
業
者

の
方
と
し
て
も
大
変
責
任
を
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
き

ち
ん
と
ど
う
対
応
し
て
い
く
か

と
い
う
と
こ
ろ
が
重
要
な
の
か

な
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
　

非
常
に
重
い
今
回
の
責
任

に
つ
い
て
。

　
　

町
長

　

し
っ
か
り
し
た
工
事
を
し
て

も
ら
わ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ

た
が
、
予
測
で
き
な
か
っ
た
瑕

疵
だ
と
思
っ
て
い
る
。責
任
は
、

我
々
に
も
あ
り
ま
す
し
、
施
工

業
者
に
も
あ
り
ま
す
。
設
計
屋

さ
ん
に
も
当
然
あ
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
今
で
き
あ
が
っ

て
か
ら
、
こ
の
責
任
の
押
し
付

け
を
や
る
の
で
は
な
く
、
出
来

て
し
ま
っ
た
こ
と
を
ど
う
対
処

す
べ
き
か
、
こ
れ
が
や
は
り
こ

れ
か
ら
の
問
題
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
３
者
で
協
議
を

し
な
が
ら
善
後
策
を
練
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　

買
い
物
支
援
（
高
齢
者
支

援
事
業
）
の
運
営
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
運
営
状
況
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

買
い
物
支
援
事
業
の
実
績
で

す
が
、
１
名
の
方
が
利
用
し
て

お
り
ま
す
。
生
鮮
食
料
品
等
の

取
り
扱
い
を
し
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
そ
れ
以
外
の
日
常
生
活

用
品
の
申
し
込
み
で
し
た
。

　
　

高
齢
な
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ

る
交
通
事
故
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
町
内
・
病
院
バ
ス
運
行

の
必
要
性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

本
町
の
高
齢
化
率
は
12
月
１

日
現
在
35
％
で
す
。
地
域
公
共

交
通
の
整
備
も
必
要
で
あ
り
、

今
後
は
、
協
議
会
等
で
検
討
を

重
ね
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

構
想
の
事
業
の
進
め
方
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

設
計
業
務
は
発
注
し
て
お
り

ま
す
が
、
内
容
に
つ
い
て
は
開

設
準
備
委
員
会
の
委
員
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら

慎
重
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
　

各
保
健
セ
ン
タ
ー
相
談
窓

口
が
一
元
化
し
本
体
は
来
な
い

で
窓
口
だ
け
来
る
の
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

開
設
準
備
委
員
会
の
皆
さ
ん

の
意
見
は
ま
だ
い
た
だ
い
て
は

い
ま
せ
ん
が
、高
齢
福
祉
部
門
、

保
健
師
、
介
護
保
険
部
門
、
社

質
問　

矢
祭
小
学
校
校
舎

雨
漏
り
に
つ
い
て

菊池淳之議員

建
設
・
福
祉
行
政

質
問　

買
物
支
援
運
営
に
つ
い
て

質
問　

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の

対
応
に
つ
い
て

質
問　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

事
業
に
つ
い
て

答 問

問答

答

問

問答問答

問答問答問答

1819

質
問　

地
域
公
共
交
通
網
整
備

に
つ
い
て

郡司浩子議員

健
康
福
祉
・
一
般
・
教
育
行
政

質
問　

地
域
見
守
り
ふ
れ
あ
い

拠
点
事
業
に
つ
い
て

質
問　

人
づ
く
り
の
た
め
の

施
策
に
つ
い
て

質
問　

町
の
教
育
施
設
の

問
題
点
に
つ
い
て

質
問　

家
庭
教
育
に
つ
い
て

答

問答答 問

問 答 問

答

問 答

問

答 問

答

答 問

答問

答

問

問答問

答問

答 問

答

質
問　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

計
画
に
つ
い
て
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会
福
祉
協
議
会
、
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
各
種
相
談
窓
口

を
集
約
す
れ
ば
利
用
者
に
利
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
が
決
定
と
い
う
わ
け
で
は

な
く
、
開
設
準
備
委
員
会
の
皆

様
が
ど
う
い
う
意
見
を
出
さ
れ

る
か
に
よ
り
ま
す
。

　
　

カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
は
行

か
な
い
の
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

今
の
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
が

手
狭
な
た
め
、
子
育
て
支
援
の

更
な
る
充
実
を
考
え
て
移
動
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

住
民
の
生
活
道
路
で
も
あ

り
、
通
学
通
勤
に
も
利
用
す
る

国
道
３
４
９
号
は
、
道
幅
も
狭

く
日
当
た
り
も
悪
く
冬
期
間
は

圧
雪
・
凍
結
に
な
り
、
車
の
運

転
に
支
障
を
来
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
、
地
域
の
振
興
の
面

か
ら
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

下
関
工
区
と
小
田
川
の
２
工

区
の
整
備
が
進
ん
で
お
り
、
県

内
で
も
１
路
線
に
１
町
村
で
２

工
区
を
施
工
し
て
い
る
の
は
異

例
で
あ
り
、
非
常
に
優
遇
さ
れ

て
い
る
と
い
う
気
は
し
て
お
り

ま
す
。
小
田
川
２
工
区
が
終
わ

ら
な
い
と
新
規
の
着
工
は
難
し

い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ

れ
か
ら
も
粘
り
強
く
要
望
を
重

ね
、
何
と
か
１
日
も
早
い
整
備

促
進
が
図
れ
る
よ
う
に
努
力
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

除
雪
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県

道
・
国
道
に
関
し
て
は
県
の
管
轄
、

そ
れ
以
外
は
町
の
管
轄
で
除
雪

を
行
っ
て
い
ま
す
。
出
動
に
つ
い

て
は
、
５
セ
ン
チ
か
ら
10
セ
ン
チ

の
積
雪
を
目
途
に
各
業
者
の
方
の

判
断
で
出
動
す
る
よ
う
な
体
制

を
県
も
町
も
と
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

早
朝
６
時
頃
か
ら
除
雪
を

し
て
頂
い
て
安
全
に
通
勤
で
き

る
よ
う
な
体
制
を
作
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
が
。

　
　

事
業
課
長

　

出
来
る
限
り
、
町
民
の
便
に

資
す
る
よ
う
な
除
雪
を
心
掛
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
　

老
々
世
帯
の
門
口
の
長
い

家
の
除
雪
の
対
策
に
つ
い
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
各
行
政
区

長
さ
ん
へ
の
協
力
要
請
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
　

事
業
課
長

　

除
雪
の
考
え
方
に
つ
い
て

は
、
交
通
の
確
保
と
い
う
視
点

に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
リ
ア
グ

レ
ー
ダ
ー
の
対
応
と
い
う
形

で
、
区
の
活
動
に
関
し
て
は
町

と
し
て
も
で
き
る
限
り
後
押
し

も
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
町

の
施
策
と
の
連
携
を
図
っ
て
頂

け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

子
供
た
ち
の
不
登
校
、
い

じ
め
に
つ
い
て
の
現
状
を
伺
い

ま
す
。

　
　

教
育
長

　

矢
祭
町
に
お
い
て
は
、
不
登

校
生
徒
は
ゼ
ロ
で
あ
り
ま
す
。

　
　

原
発
事
故
に
よ
っ
て
非
難

し
た
生
徒
に
対
す
る
い
じ
め
や
暴

力
な
ど
新
聞
等
に
出
て
お
り
ま

す
が
そ
の
辺
は
ど
う
い
う
ふ
う
に

捉
え
て
い
る
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　

教
育
長

　

ご
指
摘
の
通
り
、
様
々
な
事

案
が
発
生
し
て
い
る
の
は
間
違

い
な
い
処
で
ご
ざ
い
ま
す
。
矢

祭
中
学
校
で
も
い
じ
め
が
１
件

発
生
い
た
し
ま
し
た
。
校
長
は

じ
め
生
徒
指
導
担
当
、
学
校
組

織
で
対
応
し
て
、
現
在
解
決
に

至
っ
て
お
り
、
加
害
・
被
害
の

生
徒
等
も
通
常
通
り
学
校
生
活

を
送
っ
て
お
り
、
不
登
校
に
は

な
ら
ず
に
す
ん
だ
と
い
う
こ
と

で
、
な
お
、
注
意
深
く
学
校
が

生
徒
指
導
体
制
を
強
化
し
て
実

際
に
見
守
り
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

★ 

11
月

１
日
〜
２
日　

町
村
監
査
委
員

　
　
　

全
国
研
修
会
（
東
京
都
）

３
日　

第
34
回
芸
能
発
表
会

　
　
　

（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

　
　
　

や
ま
つ
り
元
気
祭
２
０
１
６

５
日　

第
32
回
青
少
年
の
主
張

　
　
　

矢
祭
大
会
（
ユ
ー
パ
ル

　
　
　

矢
祭
）

６
日　

火
災
防
御
訓
練
（
小
野

　
　
　

沢 

龍
光
寺
）

９
日　

第
59
回
町
村
議
会
議
長

　
　
　

全
国
大
会
（
東
京
都
）

　
　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
協
議
会
表

　
　
　

彰
式
・
祝
賀
会
（
ユ
ー

　
　
　

パ
ル
矢
祭
）

10
日　

地
域
振
興
視
察
研
修

　
　
　

（
北
海
道
）

11
日　

第
35
回
矢
祭
町
高
齢
者

　
　
　

ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
ゲ

　
　
　

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
関

　
　
　

岡
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

13
日　

町
民
号
（
会
津
若
松
市
）

14
日　

第
28
回
市
町
村
対
抗
福

　
　
　

島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大

　
　
　

会
壮
行
会
（
山
村
開
発

　
　
　

セ
ン
タ
ー
）

15
日　

東
白
川
地
方
町
村
議
会

　
　
　

議
員
研
修
会(

鮫
川
村)

18
日　

第
47
回
全
国
過
疎
地
域

　
　
　

自
立
促
進
連
盟
定
期
総

　
　
　

会
（
東
京
都
）

20
日　

例
月
出
納
検
査

　
　
　

第
28
回
市
町
村
対
抗
福

　
　
　

島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大

　
　
　

会
報
告
会
（
ユ
ー
パ
ル

　
　
　

矢
祭
）

28
日　

矢
祭
町
総
合
保
健
セ
ン

　
　
　

タ
ー
開
設
準
備
委
員
会

　
　
　

委
員
委
嘱
状
交
付
式
・

　
　
　

第
１
回
開
設
準
備
委
員

　
　
　

会
東
白
衛
生
組
合
定
期

　
　
　

監
査
（
塙
町
・
東
白
衛

　
　
　

生
組
合
会
議
室
）

29
日　

東
白
川
地
方
町
村
議
会

　
　
　

議
員
研
修
会
（
棚
倉
町
）

30
日　

鳥
取
県
町
村
議
会
議
長

　
　
　

会
役
員
行
政
調
査
来
町

　
　
　

（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

　
　
　

平
成
28
年
度
東
白
衛
生

　
　
　

組
合
定
期
監
査
（
塙
町
）

★ 

12
月

３
日　

や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
生

　
　
　

活
発
表
会

　
　
　

町
消
防
団
役
員
会
懇
談

　
　
　

会
（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

４
日　

第
21
回
ふ
れ
あ
い
駅
伝

　
　
　

競
走
大
会

５
日　

議
会
運
営
委
員
会　
　

　
　
　

年
末
年
始
に
お
け
る
地

　
　
　

域
安
全
・
交
通
事
故
防

　
　
　

止
運
動
出
動
式
（
棚
倉

　
　
　

警
察
署
）

６
日　

圏
域
市
町
村
行
政
懇
談

　
　
　

会(

白
河
市)

10
日　

や
ま
つ
り
え
ほ
ん
フ
ェ

　
　
　

ス
タ
（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

12
〜
16
日　

第
８
回
町
議
会
定

　
　
　

例
会

20
日　

例
月
出
納
検
査

21
日　

第
４
回
町
村
議
会
議
長

　
　
　

会
定
例
会
（
棚
倉
町
）

27
日　

第
４
回
白
河
地
方
広
域

　
　
　

市
町
村
圏
整
備
組
合
定

　
　
　

例
会
（
白
河
市
・
ク
リ

　
　
　

ー
ン
セ
ン
タ
ー
会
議
室
）

★ 

１
月

４
日　

矢
祭
町
消
防
団
出
初
め

　
　
　

式
（
矢
祭
中
学
校
校
庭
）

８
日　

矢
祭
町
成
人
式
（
ユ
ー

　
　
　

パ
ル
矢
祭
）

11
日　

年
始
知
事
懇
談
会
（
福

　
　
　

島
市
・
知
事
公
館
）

12
日　

商
工
会
新
年
会

20
日　

例
月
出
納
検
査

21
日　

矢
祭
町
合
併
六
十
周
年

　
　
　

記
念
式
典
（
ユ
ー
パ
ル

　
　
　

矢
祭
）

25
日　

第
１
回
地
域
公
共
交
通

　
　
　

活
性
化
協
議
会

27
日　

第
３
回
総
合
保
健
セ
ン

　
　
　

タ
ー
開
設
準
備
委
員
会

28
日　

生
涯
学
習
合
同
閉
級
式

　
　
　

（
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
）

質
問　
国
道
３
４
９
号
（
入
宝
坂
〜
市
野

沢
）
改
良
整
備
及
び
除
雪
対
策
に
つ
い
て

本多勇也議員

道
路
・
教
育
行
政

質
問　

矢
祭
小
学
校
、
矢
祭
中
学
校

に
お
け
る
問
題
行
動
に
つ
い
て

問答問

問問

問

答答答

答 答問答

　

第
１
回
目
の
平
成
28
年
11

月
15
日
（
火
）
は
、
鮫
川
村

公
民
館
に
お
い
て
、
第
２
回

目
の
11
月
29
日
（
火
）
は
棚

倉
町
「
新
富
家
」
を
会
場
に

お
い
て
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

福
島
大
学
行
政
政
策
学
類

教
授　

今
井　

照　

氏
に
よ

る
「
質
問
力
の
向
上
に
向
け

て
」と
い
う
テ
ー
マ
に
よ
り
、

第
１
回
目
は
「
自
治
体
議
会

改
革
の
現
在
」
と
題
し
て
資

料
に
基
づ
き
説
明
が
さ
れ
、

第
２
回
目
は
「
一
般
質
問
の

事
例
検
討
」
や
「
一
般
質
問

の
技
術
」
な
ど
、
い
ず
れ
も

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式
で
行

わ
れ
、
各
々
の
議
員
か
ら
実

例
を
も
と
に
活
発
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

11 月 15 日（火）鮫川村　「鮫川村公民館」

11 月 29日（火）棚倉町　「新富家」

　

10
月
31
日
（
月
）、
郡
山

市
「
ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く

し
ま
」
に
お
い
て
、
県
内
の

町
村
議
会
議
員
の
研
修
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は

鈴
木
議
長
ほ
か

９
名
の
議
員
が

参
加
し
、
読
売

新
聞
東
京
本
社

編
集
局
企
画
委

員　

青
山
彰
久

氏
に
よ
る
「
地

方
議
会
の
課
題

と
活
性
化
策
」

〜
地
方
創
生
と

地
方
議
会
の
役

割
〜
、
産
経
新

聞
社
編
集
局
政

治
部
長　

石
橋

文
登
氏
に
よ
る

「
こ
れ
か
ら
ど

う
な
る
政
局
・

政
治
」
〜
安
倍
政
権
の
展
望

と
行
方
〜
と
題
し
た
講
演
を

拝
聴
し
ま
し
た
。

福
島
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

み
な
さ
ん
の

　
　

町
政
で
す
‼

　

開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
公
開
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
議
会
を
傍
聴
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

次
の
定
例
議
会
は

　
　

３
月
で
す
。

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て

　

請
願
、
陳
情
は
そ
の
取
扱

い
を
議
会
運
営
委
員
会
で
協

議
し
ま
す
。
３
月
町
議
会
定

例
会
に
請
願
、
陳
情
を
さ
れ

る
方
は
平
成
29
年
２
月
24
日

ま
で
に
提
出
願
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
東
白
川
地
方
町
村
議
会
議
員
研
修
会

〈
地
方
自
治
研
究
交
流
セ
ミ
ナ
ー
〉を
受
講
！

議会の
動き



　金沢地域里山づくり実行委員会で行われ
る３月12日の植樹祭。出生や結婚、誕生日、
還暦祝いなどの記念樹として町内外多くの
人に参加してほしいと片野会長は話されま
した。特別なことの記念に植えた樹木が、
数年後に大きく育ち花を咲かせることで時
の移ろいを感じることが出来るような気が
します。ぜひ足を運んでみてはいかがでしょ
うか。　　　　　　　　　　　　　　　（海）

　

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整

備
組
合
で
は
、
地
方
税
の
滞
納

処
分
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
不

動
産
（
宅
地
）
の
公
売
を
実
施

し
ま
す
。
公
売
物
件
情
報
は
、

白
河
地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
次

の
日
時
に
入
札
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
白
河
地
方
広

域
市
町
村
圏
整
備
組
合
滞
納
整

理
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

所
在　

矢
祭
町
大
字
小
田
川
字

　

中
山
27
番
83
（
矢
祭
ニ
ュ
ー

　

タ
ウ
ン
内
）

地
積　

２
９
７
．
５
４
㎡

見
積
価
額　

２
０
２
万
３
千
円

入
札
日
時　

２
月
28
日
（
火
）

　

午
前
11
時
〜

場
所　

白
河
地
方
広
域
市
町
村

　

圏
整
備
組
合　

第
１
会
議
室

　
（
白
河
市
立
石
山
15
番
地
１

　

白
河
消
防
署
２
階
）

持
参
物　

①
公
売
保
証
金
（
20

　

万
２
，
３
０
０
円
）
／
②
身

　

分
に
関
す
る
証
明
（
運
転
免

　

許
証
な
ど
）
／
③
印
章
／
④

　

そ
の
他
（
委
任
状
、
収
入
印

　

紙
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ　

白
河
地
方
広
域

　

市
町
村
圏
整
備
組
合
滞
納
整

　

理
課
☎
０
２
４
８
‐
２
１
‐

　

１
２
６
０

　

主
に
成
人
に
対
し
て
の
心
肺

蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
、
止
血
法
、
異
物
除
去
法
を

学
ぶ
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
７
日
（
火
）
午
前

　

９
時
〜
正
午

場
所　

白
河
市
社
会
福
祉
協
議

　

会
問
い
合
わ
せ　

白
河
消
防
署
☎

　

０
２
４
８
‐
２
２
‐
２
１
５

　

５

　

福
島
県
県
中
児
童
相
談
所
で

は
、
現
代
社
会
に
お
け
る
要
保

護
児
童
、
社
会
的
養
護
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
、
社
会
的
養

護
の
担
い
手
で
あ
る
里
親
に
つ

い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、

新
規
里
親
の
開
拓
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
里
親
入

門
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

①
２
月
16
日
（
木
）
午

　

後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
／

　

②
２
月
24
日
（
金
）
午
前
10

　

時
〜
午
前
11
時
30
分

場
所　

①
白
河
市
立
図
書
館
地

　

域
交
流
会
議
室
（
中
会
議
室

　

１
）
／
②
郡
山
市
中
央
公
民

　

館
（
第
３
・
４
講
義
室
）

対
象　

里
親
（
養
育
里
親
、
養

　

子
縁
組
里
親
）、
子
ど
も
の

　

福
祉
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る

　

方
定
員　

各
30
名

申
込
期
間　

①
２
月
15
（
水
）

　

ま
で
／
②
２
月
17
日
（
金
）

　

ま
で

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
県
中
児

　

童
相
談
所
☎
０
２
４
‐
９
３

　

５
‐
０
６
１
１

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
（
午
前
０
時
）
現
在
で
、
車

検
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、「
所

有
者
」
又
は
「
使
用
者
」
に
課

税
さ
れ
ま
す
。
例
年
、「
所
有

し
て
い
な
い
自
動
車
の
納
税
通

知
書
が
届
い
た
」、「
納
税
通
知

書
が
届
か
な
い
」
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
自
動
車
の
登
録
内
容
に
異

動
（
移
転
・
変
更
・
抹
消
）
が

あ
る
場
合
は
、
３
月
末
ま
で
に

福
島
運
輸
支
局
等
で
手
続
き
を

済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

登
録
手
続
き
に

　

関
す
る
こ
と
▼
東
北
運
輸
局

　

福
島
運
輸
支
局
登
録
部
門
☎

　

０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０

　

１
５
／
自
動
車
税
納
税
通
知

　

書
の
送
付
先
変
更
な
ど
に
関

　

す
る
こ
と
▼
福
島
県
県
南
地

　

方
振
興
局
県
税
部
課
税
課
☎

　

０
２
４
８
‐
２
３
‐
１
５
１

　

９

　

福
島
県
の
最
低
賃
金
が

７
０
５
円
か
ら
７
２
６
円
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。（
平
成
28
年

10
月
１
日
発
行
）
ま
た
、
平
成

28
年
12
月
中
に
産
業
別
最
低
賃

金
も
業
種
ご
と
に
改
正
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
福
島
労
働
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

福
島
労
働
局
賃

　

金
室
☎
０
２
４
‐
５
３
６
‐

　

４
６
０
４

　

確
定
申
告
で
使
用
す
る
申
告

書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
作
成
し
、
印
刷
し
て

郵
送
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
申
告
会
場
に
行
か

な
く
て
も
ご
自
宅
で
作
成
が
で

き
、
自
動
計
算
で
間
違
い
も
少

な
く
、
と
て
も
便
利
で
す
の
で

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。ま
た
、

行事＆お知らせ

情報局情報局人　口 ６,０３９人（－ 21）
男 ２,９７５人（－ 11）
女 ３,０６４人（－ 10）
世　帯 ２,０８４世帯（－ 2）

平
成
28
年
分
以
降
の
所
得
税
等

の
確
定
申
告
書
に
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
記
載
と
本
人
確
認
書

類
の
提
示
又
は
写
し
の
添
付
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

白
河
税
務
署
☎

　

０
２
４
８
‐
２
２
‐
７
１
１

　

１

　

予
備
自
衛
官
補
を
募
集
い
た

し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　

一
般
▼
18
歳
以
上

　

34
歳
未
満
／
技
能
▼
18
歳
以

　

上（
国
家
資
格
等
を
有
す
る
者
）

募
集
期
間　

４
月
７
日
（
金
）

　

ま
で

試
験
日　

４
月
14
日
（
金
）
〜

　

４
月
18
日
（
火
）
の
間
の
指

　

定
さ
れ
た
１
日

合
格
発
表
日　

５
月
19
日（
金
）

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
福
島
地

　

方
協
力
本
部
白
河
地
域
事
務

　

所
☎
０
２
４
８
‐
２
４
‐
０

　

３
７
２

　

東
北
税
理
士
会
白
河
支
部
で

は
、
税
理
士
の
社
会
貢
献
活
動

の
一
環
と
し
て
「
所
得
税
の
確

定
申
告
無
料
相
談
会
」
と
「
税

理
士
記
念
日
に
税
の
無
料
相
談

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
事
前
予

約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申

告
等
に
関
す
る
関
係
書
類
を
持

参
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
「
所
得
税
確
定
申
告

　

無
料
相
談
会
」
▼
２
月
17
日

　
（
金
）
／
税
理
士
記
念
日
「
税

　

の
無
料
相
談
会
」
▼
２
月
23

　

日
（
木
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人

　

材
育
成
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

東
北
税
理
士
会

　

白
河
支
部
☎
０
２
４
８
‐
２

　

８
‐
３
５
６
３

人の動き
１月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
石原　嘉

よ し と

人 12/14 正啓 ・ 千春 内　川

木下　想
そ ら

來 12/21 恵輔 ・ 莉奈 宝　坂

塩田　惺
せ か い

介 12/31 翼 ・ 久留美 小田川

古張　翔
し ょ う た

大 1/11 信太郎 ・ 絵美 東　舘

藤田　彩
さ え

愛 1/14 幸司 ・ 亜紀子 内　川

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
緑川　玉枝 86 榮 12 / 20 茗　荷
鈴木キミ子 83 陽二 12 / 24 東　舘
菊池　コウ 93 正徳 12 / 28 宝　坂
金澤　正男 79 寺島　緑 12 / 28 内　川
木下　幸二 85 春文 12 / 29 下関河内
芳賀　義夫 90 輝夫 12 / 31 内　川
鈴木　克子 58 正美 12 / 31 東　舘
滑川　佳男 86 裕之 1 / 6 上関河内
中野　勝美 86 達之進 1 / 9 関　岡
佐藤美代子 64 信博 1 / 11 関　岡
金澤　榮一 82 信一 1 / 13 山　下
緑川　惠克 84 近田昌弘 1 / 14 下石井
佐川　芳正 74 嘉紀 1 / 16 大　垬
鈴木　リウ 90 利信 1 / 22 東　舘
鈴木　ツネ 87 芳明 1 / 25 東　舘
藤田　睦介 89 玄夫 1 / 25 下関河内

●お悔み申し上げます（敬称略）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

平成２８年度山火事予防標語
「誓います　森の安全　火の始末」

　３月１日～７日まで、春季全国火災予防運動が実施
されます。この運動は、住民の皆様に防火防災に関す
る意識や防災行動力を高めていただきくことにより、
火災の発生を防ぎ、万が一発生した場合にも被害を最
小限にとどめ、火災から尊い命と貴重な財産を守るこ
とを目的としています。空気が乾燥し、火災が多発す
る時期となりますので、暖房器具や火の取扱いには十
分注意しましょう。

●町内火災・救急件数
（平成29年1月1日～1月13日）

火災件数　 0 件
救急出動   　7件

消防分署からのお願い

後期高齢者医療保険料▶７期
納期限（口座振替日）▶２月２８日（火）

●今月の納税
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　玄関先で姉弟仲良く遊んでいたのは、谷田部さんご家族の長女咲
希ちゃんと長男の航介くん。玄関にはお母さんの美那子さんとおば
あちゃんのヒデさんもいらっしゃいました。「子どもたちには、素
直で明るく、元気な子に育ってほしいです。また、人のためになに
かできる子になってくれると嬉しいですね。」と美那子さんは話し
ます。二人にはそれぞれ将来の夢があり、咲希ちゃんは植物博士、
航介くんは警察官になりたいそうで、咲希ちゃんはヒデさんが作る
野菜を観察したりお手伝いをしています。二人の家での様子につい
て美那子さんは「ケンカもしますけど、基本的に仲良しで姉弟とい
うよりは良いお友達のような感覚でいるように思います。」と教え
てくれました。そんな姉弟は今日も元気に仲良く遊びます。

月情報カレンダー
［省略］○…当番医　山開…山村開発センター
　　 　塙…塙厚生病院　舘山…舘山荘　スイ…スインピア2

家族と一緒に
Interview With the f  amily

お子さん　谷田部咲
さき

希ちゃん（６）　航
こうすけ

介くん（３）
お母さん　美那子さん　　おばあちゃん　ヒデさん　　

【関岡在住】
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東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

※ユーパル矢祭では、下記のとおり３００円で入浴できる日帰り温泉券を配布いたしますので切り取ってご利用ください。

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成２9年 3月 31日まで
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東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成２9年 3月 31日まで
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東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成２9年 3月 31日まで
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日 月 火 水 木 金 土
5 6 7 8 9 10 11

●運動教室
　山開（10：00～11：00）
●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

○和田医院☎33-2012 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ○大木医院☎33-2424

12 13 14 15 16 17 18
●３か月児健康診査
　塙（13：30～13：40）

●運動教室
　山開（10：00～11：00）

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）
●1歳６か月児健康診査
　山開（13：00～13：15）

○深谷クリニック☎33-3223 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

19 20 21 22 23 24 25
●矢祭読書の日 ●心の健康相談会

　    山開（10：00～16：00）
●運動教室
　山開（10：00～11：00）

○車田病院☎43-1019 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

26 27 28 3/1 2 3 4
●運動教室
　山開（10：00～11：00）
●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）
●３歳児健康診査
　山開（13：00～13：15）

●家族の相談会
　    山開（13：00～16：00）

○おおひら整形外科クリニック☎33-9468 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

5 6 7 8 9 10 11
●運動教室
　山開（10：00～11：00）

●母親教室　　　
　塙（13：30～15：30）

○塙厚生病院☎43-1145 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ


